
令和６年度 江南市公民館運営審議会兼江南市社会教育委員会に関する議事録 

 

● 日時 令和６年５月２８日（火） 午後１時３０分～３時１７分 

 

● 場所 江南市役所３階 第３委員会室 

 

● 出席者 出席委員１０名 

冨永 奇昂  （江南市文化協会会長） 

鷹見 孝子  （江南市少年センター少年補導委員） 

横山 史明  （江南市ＰＴＡ連合会会長） 

神谷 文子  （公民館フェスタ実行委員） 

滝  滋   （江南市文化協会顧問） 

脇坂 康彦  （江南市スポーツ協会副会長） 

山田 尚代  （江南市スポーツ推進委員） 

安藤 善啓  （江南市スポーツ少年団本部長） 

谷田 潔   （江南市文化財保護委員） 

藤岡 和俊  （江南市議会厚生文教委員長） 

 

 

欠席委員  

水野 美華子 （江南市校長会代表） 

水谷 政名  （江南市校長会代表） 

土井 謙次  （有識者） 

笹瀬 ひと美 （修文大学短期大学部准教授） 
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議題（１）令和５年度生涯学習事業実績について説明をお願いします。 

 

令和５年度生涯学習事業実績について説明 

 

ただいま、令和５年度生涯学習事業実績について説明がありましたが、

何かご意見・ご質問があればお願いします。 

 

それでは、まず１点お聞きいたします。公民館の報告もありましたが、

公民館フェスタについて、江南市の特徴を教えてください。 

 

 公民館では江南市立公民館生涯学習サークルとして、古知野東・西・

北公民館では様々な分野の団体が活動されています。以前は、各館持ち

回りで公民館で開催をしておりましたが、昨年度は会場を変更して Home

＆nico ホールで開催をいたしました。他市町ですと、公民館で開催して

いるところもあるということを伺っております。江南市では３公民館、

サークルが協力し合って、運営委員会を立ち上げて１つのフェスタをつ

くり上げるということが、江南市の特徴だと考えております。 

 

 以前は３つの公民館それぞれに特色があるので、公民館で開催するこ

とに意義があるということで、公民館で持ち回り開催になったという経

緯があります。Home&nicoホールで開催になった理由を教えてください。 

 

 始まった当時は若かった人も、現在 80歳近い人ばかりで会場の準備を

行っています。会場の準備がしづらくなったこと、現在の公民館だと展

示発表する場所が少ないということから Home＆nicoホールに会場を変更

することとなりました。今年度も同会場の開催予定をしています。 

 

 参加者が高齢化となり荷物を運んだりする準備が大変ということ、特

に駐車場が狭く、昨年度から安心して広く止められる駐車場のある

Home&nicoホールで開催いたしました。また消費生活展と同時開催をし、

それぞれの来場者がお互いのイベントに参加できる機会といたしまし

た。３つの公民館が一緒になって１つのフェスタを開催するということ

が江南市の１つの魅力かもしれないと考えております。 

 

他に質疑もないようですので、議題（１）を終わります。 

続いて議題（２）令和６年度生涯学習事業施策について説明をお願い

します。 
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令和６年度生涯学習事業施策について説明 

 

ただいま、令和６年度生涯学習事業施策について説明がありましたが、

何かご意見・ご質問があればお願いします。 

 

第３次江南市生涯学習基本計画の策定について、その中でアンケート

を実施したということですが、そのアンケートの結果は、公表されます

か。 

 

はい。市ホームページで公表させていただく予定です。 

 

子供のスポーツを通して健全育成に携わっておりますが、子供の頃、

例えばどこでも遊ぶところがあって、ボール投げだとかどこでもできま

したが、今はそういう場が減ってきています。江南市にあったプールも

なくなり、スポーツをする場が少なくなっていて、子供たちが可哀想だ

と思います。様々なスポーツを経験していくことは、子供たちの将来に

とって良いことです。江南市も、様々なスポーツが体験できる施設を、

利用する市民の地域に偏らず、自由で開かれた環境が調うとよいと考え

ています。アンケート結果も踏まえ、第３次生涯学習基本計画の中に盛

り込んでいただけたらと考えます。 

 

 今あるものをどう生かすか、また新しい企画や市民団体の協力などい

ろんな方面からのアイデアで、子供たちが様々な経験ができる場所をつ

くれるとよいかと思います。 

 

 議題（３）の意見交換へ移りたいと思います。ご自由に発言をお願い

します。 

 

江南市は人口がどんどん減ってきています。文化の力、スポーツも含

めてその力がやはり住みよいまちづくりの１番の基本だと思います。選

挙についていうと、投票できる年齢が 18歳となりましたが、その年齢の

投票率は高くはないです。もっと選挙に参加することについて考えてい

かないといけないと思います。 

 

文化やスポーツは、人を育てたり心に充実感をもたらしたり幸福感、

幸せに繋がると考えます。 
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全国や愛知県でみると、文化行政の進んでいる町は住みよい町と感じ

ています。 

 

 江南市に関わる企業に、例えば文化、スポーツ事業に対して協賛を募

りやすい、個別の協賛が募れるような、仕組みをつくることはできない

だろうかと考えます。例えば、広報紙などに様々な企業が協賛して掲載

してあります。ネーミングライツだったり、文化事業については、会場

で配るチラシに企業名を載せることだけでも企業としては少なからずメ

リットはあります。また、江南市の文化に寄与できればという会社の思

い、あるいは子供たちのスポーツ、生涯スポーツに寄与できればという

思いで企業は集まってくると思います。機運が高まれば、10社 20社と集

まることがあると思いますので、仕組みを可能にしていってほしいと考

えます。江南市や江南市教育委員会の後援名義使用の承認を受ける際に

は、民間企業の協賛事業だと、その協賛企業はどんな企業かとの審査も

必要となり承認を受けることが困難だったことがあります。そのことに

ついても、前向きに検討していただきたいです。 

 

 後援名義使用承認について、これまでは企業が協賛されている事業は、

承認が難しいことはあったかと思います。今後につきましては、今いた

だいたご意見を踏まえて、内部でも協議させていただきたいと思います。 

 

 生涯学習課ですと、個別の協会の事務局をやっております。事務局と

して、直接その協会に協賛していただくということも視野に入れながら

考えていけると良いかなと思っております。二十歳の集いについても、

実際一般企業から協賛を募った上で予算を立て、運営しているものです

から、前例がないわけではないと思います。また、文化祭では、協賛金

をいただいて運営されています。それから、市民駅伝競走大会でも協賛

をいただいていますし、後援もしています。後援については、企業が売

名行為的なものがあった場合には、後援としてはふさわしくないという

ことはあり、教育委員会の中で審議します。実際にはすでに様々な事業

が、協賛金を募った形で、それぞれの会費負担を少しでも軽く、また会

議を盛り上げるということで行われていることはたくさんあると思いま

す。様々な視点で検討が必要と考えています。 

 また、特にこれからの時代、官民の連携も非常に大切だと思っていま

す。人口が減少する中、スポーツ人口も減ってきています。高齢化も  

もちろんありますが、それ以上に世の中に選択肢が出てきたということ

があると思います。選択肢が増えるということは悪いことではないと思

っています。ただ、人が集まらないということは喫緊の課題かもしれま
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せん。 

 

 美術系だと材料を企業から提供していただいて、企業 PRができるとか 

いろいろな可能性があると思います。何か良い企画があったら可能にな

るのではないかと思います。 

 

 文化協会に若い人が入りやすいよう、どうしたら加入できるかの案内

がどこかにあると良いです。若い人たちは必ずスマホを使用しているの

で、SNSをもっと活用していただきたいです。若い人の意見を取り入れて、

前例にとらわれない施策に取り組んでいってほしいです。 

 また、私は各務原市の公民館を利用していますが、そこでは夜９時で 

も何か「ガヤガヤ」していて、利用しているみなさんが、文化に携わっ

てる感覚がすごくあります。そういう「ガヤガヤ感」があるまちになっ

たら楽しいなと思います。 

 

 文化協会の案内については、わかりやすい案内を検討していただけた

らと思います。若い人の意見を直接聞くということ、例えばこども議会

みたいなところで意見を引き上げるということも、とても意義あること

だと思います。「ガヤガヤ」できるまちもとても良いと感じます。少しず

つでも今日のこの会議の機会で意見を出し合いながら、前に進めたらと

考えます。 

 

 家庭教育の推進について、各小中学校において家庭教育活動を展開す

るということで講演会等を行うとあります。これは基本的に子供が通っ

ている学校でしか参加できないという認識でよろしかったでしょうか。 

 

 そのとおりです。 

 

 困難かもしれませんが、今後ライブ配信やアーカイブを検討していた

だきたいと思います。各学校で魅力ある内容を実施しています。子育て

をしていくうえで、学ぶ機会が多くあるということは市の魅力になると

思います。 

 

 学校のご理解、協力があって実施できているものです。検討してまい

ります。 

 各種スポーツイベントの実施について、障害者の方の参加はできるの

でしょうか。コミュニティスポーツ祭とか楽しみん祭とか、非常に参加

しやすいとは思いますが、実際は障害を持ってる方々は参加されていな
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いのかなと思っています。障害者の方々が、健常者の皆さんと同じよう

にスポーツをすることで、心が健全になっていくのではないかと考えま

す。 

 

 スポーツ推進委員の中で、障害者委員会という組織を作っていただい

ています。まだ試行段階ではあるんですが、カローリングや、障害者の

方ができる競技を指導する側の研修も含めて実施しています。そういっ

たことを積み重ねて、多くの方に参加いただけるよう、活動しています。 

 

 今年度は 11月 19日の火曜日に障害者スポーツ祭を開催予定です。昨

年度も開催しています。これまでは、出張出前授業ということで、カロ

ーリング大会を開催しておりました。障害者の方と一緒に参加するとい

うことは難しいですが、それを踏まえて全体のスポーツイベントという

ことで 11月 19日に開催予定をしています。 

 

投票率の低下について、市議会では市内の中学校で議会との意見交換

会ということを行っています。参加した生徒からは、議員と初めて話し

たが非常に話しやすいとか、将来投票できるようになったら必ず投票に

行きますとか、将来議員になりたいですとか、感想をいただきました。

そのような啓発活動を地道に続けていきたいなと思っています。市の選

挙管理委員会では、選挙出前講座という形で小中学校に出向き、選挙の

啓発活動も行っております。 

今月から広報が横書きになりました。各団体も会員募集というのを、

QRコードで広報に載せて、詳しくは QRコードから確認することができる

ようになっています。QRコードを使った広報を活用できたらよいのでは

ないかと思います。 

 

 他にご意見もないようですので、議題（３）を終わります。それでは、

最後に議題４の「その他」について、事務局から説明をお願いします。 

 

 

（１）丹葉地区社会教育委員研修会について 

  （２）第７回愛知・地域づくり推進大会について 

  （３）愛知県社会教育委員連絡協議会西尾張支部研修会について 

   

 本日の議題がすべて終了しましたので、進行を事務局にお返ししたい

と思います。 
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 以上で令和６年度江南市公民館運営審議会兼江南市社会教育委員会を

終了します。 

 

≪令和６年度 江南市公民館運営審議会 

兼江南市社会教育委員会 終了≫ 

 

 


